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解
題

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
の
中
に
「
上
賀
茂
社
社
司
日
記
」（
請
求
記
号

〇
一
七
三
―
二
五
）
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
一
般
共
同

研
究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
賀
茂
別
雷
神
社
関
係
史
料
を
中
心
と
し
た
同
社
文
書
お
よ

び
社
内
組
織
の
研
究
」
で
は
、
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
本
史
料
の
翻
刻
・
輪
読
を

行
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
。

　
「
上
賀
茂
社
社
司
日
記
」
は
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
一
一
月
二
八
日
に
「
京

都
貴
布
祢
神
社
古
文
書
」
と
し
て
、
弘
文
荘
よ
り
購
入
。
修
補
の
上
、
昭
和
五
八
年

「
上
賀
茂
社
社
司
日
記
」
と
し
て
入
架
さ
れ
た
。
も
と
は
袋
綴
じ
の
冊
子
で
あ
っ
た

が
、
綴
じ
を
外
し
、
裏
打
ち
修
補
を
加
え
て
、
現
在
は
開
い
た
状
態
と
さ
れ
て
い
る
。

全
一
四
紙
で
、
法
量
は
開
い
た
状
態
で
お
お
よ
そ
縦
二
三
．
九
㎝
、
横
四
〇
．
〇
㎝

で
あ
る
。
全
紙
に
紙
背
文
書
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
記
主
を
確
認
す
る
。紙
背
文
書
の
宛
所
の
う
ち
判
読
可
能
な
も
の
を
み
る
と
、

「
森
殿
」（
第
五
紙
紙
背
・
第
八
紙
紙
背
・
第
一
〇
紙
紙
背
・
第
一
三
紙
紙
背
）、「
賀

茂
一
社
氏
人
御
中
」（
第
一
一
紙
紙
背
）、「
左
京
大
夫
殿
」（
第
一
四
紙
紙
背
）、「
左

も
し
さ
ま
」（
第
二
紙
紙
背
・
第
九
紙
紙
背
）
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
森
・
左
京
大

夫
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
本
文
の
冒
頭
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
八
月
一
六
日
条
は
、

松
下
松
千
代
（
の
ち
の
元
久
）
の
社
務
辞
任
の
記
事
で
あ
る
。
松
千
代
の
辞
職
後
、

し
ば
ら
く
社
務
（
社
司
）
が
不
在
だ
っ
た
よ
う
だ
が
（
本
記
九
月
一
日
条
）、
森
左

京
大
夫
尊
久
が
後
任
と
さ
れ
た
。
本
記
一
〇
月
二
八
日
条
で
は
、
記
主
が
勧
修
寺
晴

豊
に
、
宣
旨
書
出
の
礼
を
進
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
社
務
補
任
宣
旨
の
書
出
の
礼
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
本
文
中
の
行
事
の
次
第
か
ら
も
記
主
が
社
務
の
立
場
に
あ
る
こ

と
が
窺
え
る
。
た
と
え
ば
正
月
四
日
に
は
、
社
務
が
賀
茂
御
祖
神
社
に
参
詣
し
、
ま

た
社
務
の
宅
で
吉
書
始
・
謡
始
が
行
わ
れ
る
。
本
記
で
も
記
主
の
参
詣
、
記
主
宅
で

の
開
催
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
本
記
の
記
主
は
森
尊
久
で
、
前
任
の
松
下
松

千
代
の
辞
任
、
自
ら
の
社
務
就
任
予
定
を
契
機
に
、
こ
の
日
記
を
ま
と
め
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　

同
様
の
性
格
の
史
料
に
、
國
學
院
大
學
所
蔵
「
天
正
十
一
年
十
二
年
日
次
記
」
が

あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
の
社
家
座さ
い

田だ

司も
り

氏う
じ

氏
の
旧
蔵
史
料
を
主
と
す

る
史
料
群
の
一
つ
で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
こ
ち
ら
も
森
尊
久
の
日
記
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
天
正
十
一
年
十
二
月
ヨ
リ
日
記
」
と
あ
り
、
一
二

歳
の
息
子
尚
久
の
社
務
補
任
か
ら
始
ま
る
。
尊
久
は
社
務
就
任
と
日
記
を
密
接
に
関

連
し
た
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
尚
久
の
天
正
一
九

年
の
日
記
も
、
賀
茂
別
雷
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
森
尊
久
の
履
歴
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
九
月
頃
、

当
時
の
森
家
の
当
主
森
賀
久
が
武
士
矢
島
に
殺
害
さ
れ
た
。
賀
久
に
は
子
が
な
く
、

一
〇
月
に
時
の
社
務
竹
内
明
久
の
子
慶
松
丸
（
ま
さ
久
・
尊
久
）
が
森
家
を
相
続
し

従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
第
一
〇
紙
紙
背
・
第
一
二
紙
紙
背
は
こ

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

史
料
紹
介

「
上
賀
茂
社
社
司
日
記　

永
禄
八
年
九
年
」
の
紹
介

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
研
究
会
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の
時
期
の
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に

尊
久
は
一
三
歳
で
あ
っ
た
と
い
い
、
逆
算
す
る
と
天
文
六
年
生
ま
れ
、
永
禄
八
年
時

点
で
は
二
八
歳
と
な
る
。
天
文
一
九
年
に
権
禰
宜
、
天
文
二
二
年
従
五
位
上
に
叙
さ

れ
、
さ
ら
に
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
従
四
位
下
左
京
大
夫
、
社
務
と
な
る
。
そ
の

後
辞
任
し
、
弘
治
三
年
に
還
補
。
永
禄
元
年
、
実
父
明
久
の
死
去
に
依
り
再
び
辞
任

す
る
。
そ
し
て
永
禄
八
年
一
〇
月
ご
ろ
に
三
度
目
の
社
務
と
な
っ
た
。「
天
正
十
一

年
十
二
年
日
次
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
社
務
は
輪
番
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
一
一
月
に
六
九
歳
、
従
三
位
民
部
卿
で
没
し
た
。

　

本
記
の
原
表
紙
に
は
「
永
禄
八
年
日
記
」
と
打
付
書
で
記
さ
れ
、
そ
の
右
に
「
家

子
衆
」
と
記
し
一
四
人
の
名
前
、
左
は
「
十
五
人
衆
」
と
記
し
た
後
に
「
た
ん
こ
の

か
み
」の
名
、そ
し
て
左
下
に
天
正
四
年
五
月
五
日
の
競
馬
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。

　

こ
の
「
家
子
衆
」
と
は
な
に
か
。
氏
人
組
織
を
探
る
と
い
う
本
共
同
研
究
の
目
的

の
上
か
ら
も
若
干
検
討
し
た
い
。「
家
子
衆
」
に
つ
い
て
、
一
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ

た『
諸
神
事
註
秘
抄
』に
は「
所
司
・
目
代
・
河
上
郷
司
・
大
宮
郷
司
・
小
山
郷
司
・

中
村
郷
司
・
小
野
郷
司
・
落
田
奉
行
・
御
厩
別
当
・
作
所
奉
行
・
御
服
所
・
山
奉

行
・
棚
所
・
河
奉
行
、
以
上
十
四
人
、
称
家
子
」、「
家
子
之
内
自
上
九
人
〈
所
司
・

目
代
・
河
上
郷
司
・
大
宮
郷
司
・
小
山
郷
司
・
中
村
郷
司
・
小
野
郷
司
・
落
田
奉

行
・
御
厩
別
当
以
上
九
人
〉」
と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
近
世
に

は
氏
人
の
中
の
特
定
の
役
職
者
を
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
永
禄
期
に
は
ど
う
な
の
か
。
一
六
世
紀
後
半
の
氏
人
構
成
に
つ
い
て
は
、
金

子
拓
氏
に
よ
る
検
討
が
あ
る
。
こ
の
成
果
に
よ
れ
ば
永
禄
八
年
の
近
世
家
子
衆
に
該

当
す
る
役
職
に
つ
い
て
い
る
者
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。す
な
わ
ち
所
司
志
摩
守
・

目
代
民
部
丞
・
河
上
郷
司
兵
庫
助
・
大
宮
郷
司
縫
殿
頭
・
小
山
郷
司
筑
後
守
・
中
村

郷
司
備
前
守
・
小
野
郷
司
近
江
守
・
落
田
奉
行
采
女
正
・
御
厩
別
当
（
不
明
）・
作

所
奉
行
木
工
助
・
御
服
所
掃
部
助
・
社
家
山
奉
行
治
部
少
輔
・
棚
所
兵
庫
頭
・
河
奉

行
筑
前
守
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
記
原
表
紙
に
見
え
る
名
前
と
比
較
す
る
と
、
一
一
人

が
一
致
し
、
兵
庫
助
・
備
前
守
と
御
厩
別
当
（
該
当
者
不
明
）
の
名
が
見
え
な
い
。

た
だ
し
原
表
紙
に
は
傷
み
が
あ
り
、「
ひ
」
で
は
じ
ま
る
一
人
、「
こ
の
す
け
」
と
一

部
の
み
見
え
る
一
人
の
人
名
が
あ
る
。
こ
こ
に
本
来
「
備
前
守
」「
兵
庫
助
」
の
名

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
永
禄
年
中
の
家
子
衆
も
近
世
と
同
様
の
構
成
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
本
記
永
禄
九
年
正
月
四
日
条
に
は
「
家
子
の
た
る
九
人
よ
り
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
訳
で
あ
ろ
う
、「
せ
う
し
（
所
司
）・
目
代
・
六
郷
衆
・
を
ち

た
（
落
田
）」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
諸
神
事
註
秘
抄
』
の
記
載
と
一
致
し
、

永
禄
期
に
も
近
世
と
同
様
の
構
成
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
日
条
に
は
、

「
家
子
衆
」
と
な
ら
ん
で
「
内
家
子
衆
」
が
見
え
る
。
こ
の
「
内
家
子
衆
」
が
森
家

に
私
的
に
仕
え
る
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
「
天
正
十
一
年
十
二
年
日
次
記
」
で
は
、

天
正
一
二
年
正
月
四
日
条
に
「
家
子
・
三
し
よ
く
、
已
上
十
七
人
御
と
も
、
内
家
子
、

此
外
知
人
御
と
も
也
」、
同
一
五
日
条
に
も
「
家
子
十
四
人
」
と
あ
る
。
や
は
り
「
家

子
衆
」
は
一
四
人
で
、「
内
家
子
衆
」
と
は
異
な
る
集
団
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
外
題
の
左
側
に
見
え
る
「
十
五
人
衆
」
は
、
須
磨
千
頴
氏
に
よ
れ
ば
評
定
衆

の
別
名
と
い
う
。
前
掲
金
子
氏
の
検
討
に
よ
れ
ば
永
禄
八
年
の
評
定
衆
は
、
丹
後
守

の
ほ
か
、
亀
大
夫
・
越
前
守
・
左
近
将
監
・
虎
寿
大
夫
・
伊
賀
守
・
民
部
少
輔
・
大

蔵
少
輔
・
修
理
亮
・
遠
江
守
・
石
見
守
・
越
後
守
・
長
門
守
・
縫
殿
頭
・
備
前
守
の

一
五
名
で
あ
る
。
尊
久
は
そ
の
う
ち
丹
後
守
の
名
を
書
い
た
の
み
で
、
後
の
十
四
人

は
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
諸
役
は
毎
年
二
月
一
日
の
鬮
取
で
定
め
ら
れ

た
。
本
記
永
禄
九
年
二
月
一
日
条
に
も
「
如
常
く
し
つ
か
れ
候
」
と
の
記
載
が
見
え

る
。
い
ず
れ
も
社
務
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
表
紙
に
摘
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天

正
四
年
の
競
馬
に
関
す
る
記
載
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
記
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
本

記
に
は
ほ
か
に
も
沙
汰
人
、
や
と
ね
（
矢
刀
禰
）、
物
書
、
ゆ
や
の
お
う
ち
（
湯
屋

祖
父
）、
こ
わ
つ
か
り
（
小
預
）、
田
口
、
や
う
き
（
様
器
）
な
ど
の
役
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
役
名
は
、
同
時
代
の
他
の
史
料
や
『
諸
神
事
註
秘
抄
』
な
ど
の
年
中
行
事

書
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
具
体
的
な
職
掌
や
変
遷
に
つ
い
て
は

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）



（　 ）　「上賀茂社社司日記　永禄八年九年」の紹介（賀茂別雷神社文書研究会）149

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
在
地
の
特
徴
的
な
役
職
と
し
て
、
市
原
野
の
「
一
は

ん
し
や
う
（
一
和
尚
）」
が
登
場
す
る
（
永
禄
九
年
正
月
七
日
条
）。
こ
れ
は
洛
北
地

域
に
見
ら
れ
る
老
衆
で
、
一
和
尚
か
ら
二
和
尚
、
三
和
尚
と
一
〇
人
選
ば
れ
た
。
現

在
で
も
鎮
守
の
神
事
を
運
営
す
る
組
織
と
し
て
残
る
と
い
う
。

　

次
に
内
容
を
見
る
。
本
記
に
は
、
永
禄
八
年
八
月
一
六
日
条
よ
り
永
禄
九
年
六
月

九
日
条
ま
で
四
七
日
分
の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
は
「
永
禄
八
〈
乙
丑
、〉

年
八
月
十
六
日
」
と
し
て
、
社
務
松
下
松
千
代
の
辞
任
が
記
さ
れ
て
い
る
。
年
の
途

中
で
は
あ
る
が
、
年
号
干
支
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
記
の
前
半
に
脱

落
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、こ
の
条
が
日
記
の
最
初
の
項
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
文
は
訂
正
が
少
な
く
整
っ
た
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
永
禄
九
年
四
月
一
日

条
で
は
、
当
初
「
如
常
あ
し
そ
ろ
へ
」
と
記
し
、「
あ
し
そ
ろ
へ
」
を
抹
消
し
て
「
御

料
参
」
と
し
て
い
る
。「
あ
し
そ
ろ
へ
（
足
汰
）」
は
五
月
一
日
の
行
事
で
あ
り
、
本

記
五
月
一
日
条
に
も
「
あ
し
そ
ろ
へ
如
常
」
と
あ
る
。
こ
の
誤
り
が
執
筆
の
折
に
五

月
の
記
事
を
目
移
り
し
た
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
記
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
し

た
日
次
の
日
記
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
清
書
本
の
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
紙
背
文

書
の
年
代
な
ど
は
、
永
禄
年
中
か
ら
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
る
（『
賀
茂
禰

宜
神
主
系
図
』
に
よ
れ
ば
天
正
元
年
に
民
部
卿
と
な
る
）。
本
人
に
よ
る
あ
ま
り
時

間
を
お
か
な
い
段
階
で
の
清
書
で
あ
ろ
う
。
尊
久
は
日
々
つ
け
て
い
た
日
記
の
中
か

ら
、
社
務
と
し
て
必
要
な
情
報
を
摘
記
し
て
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
次
に
記
事
を
見
る
と
、
神
事
に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
名
称
が
特

に
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
賀
茂
別
雷
社
の
神
事
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
史

料
と
し
て
、
一
四
世
紀
の
「
嘉
元
年
中
行
事
」、
一
八
世
紀
の
「
年
中
御
神
事
次
第
」

（「
賀
茂
注
進
雑
記
」
所
収
）・「
諸
神
事
註
秘
抄
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
照

し
つ
つ
、
本
記
で
行
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
神
事
を
別
表
に
ま
と
め
た
。
本
記

に
は
年
中
行
事
書
に
多
数
記
さ
れ
る
行
事
の
す
べ
て
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
本
記
に
記
さ
れ
て
い
る
行
事
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
も
の
か
、
前
後
の

時
代
と
次
第
や
性
格
は
異
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
に
は
開
催
さ
れ
て
い
な

い
の
か
な
ど
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
行
事
の
儀
式
自
体
、
次
第
な
ど
は

あ
ま
り
記
述
が
な
く
、
餞
に
関
す
る
記
述
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
特
徴
は
「
天
正
十

一
年
十
二
年
日
次
記
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
も
社
務
の
役
割
に
よ
る
も
の
か
、

尊
久
の
意
識
か
、
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

メ
ン
バ
ー
は
野
田
泰
三
・
志
賀
節
子
・
宇
野
日
出
生
・
三
枝
暁
子
・
高
橋
敏
子
・

久
留
島
典
子
・
金
子
拓
・
遠
藤
珠
紀
で
あ
る
。
解
題
・
翻
刻
は
遠
藤
が
素
案
を
作
成

（
13
）

表：上賀茂社司日記に見える年中行事
月 日 行　　　事
９ ８ 相撲内取
９ 御戸開献進・相撲

10 １ 家子の鬮取り神事
11 １ 貴布祢神事
９（寅日） 掃除
10（卯日） 相嘗祭

１ １ 御戸開神事
４ 庁飯・御祖社参詣・手斧始・吉書始・謡始
７ 若菜神供献進并白馬奏覧
８ 一頭人入雑餉・田所始
10（卯日） 卯杖
14 御棚会御神事
15 粥杖・左義長
16 歩射
17 貴船社謡初・歩射
19（下子日） 燃燈祭

２ １ 評議所六役収納山守鬮引カ
４ 25（吉日） 植祭
５ １ 御馬番
５ 競馬

行事名は主に『嘉元年中行事』によったが、適宜『諸神事註秘抄』
の名称も用いた
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し
、
研
究
会
に
お
い
て
三
枝
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。

（
２
）　
『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図
』。
財
団
法
人
賀
茂
県
主
同
族
会
所
蔵
（https://trc-adeac.

trc.co.jp/w
j11c0/w

jjs02u/2600515100

に
て
閲
覧
可
能
）。
一
八
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ

れ
た
。

（
３
）　
「
年
中
御
神
事
次
第
」（
賀
茂
別
雷
神
社
編
『
賀
茂
注
進
雑
記
』
所
収
）・『
諸
神
事

註
秘
抄
』
な
ど
。

（
４
）　

國
學
院
大
學
所
蔵
座
田
文
書
。
座
田
八
神
領
・
経
済
三
〇
。

（
５
）　

遠
藤
珠
紀
「「
天
正
十
一
年
十
二
年
日
次
記
」
の
紹
介
」『
國
學
院
大
學
院
校
史
・

学
術
資
産
研
究
』
一
〇
、二
〇
一
八
年
二
月
刊
行
予
定
。

（
６
）　

藤
田
恒
春
「
上
賀
茂
神
社
神
主
森
尚
久
の
「
天
正
十
九
年　

続
葉
記
」」『
織
豊
期

研
究
』
一
三
、
二
〇
一
一
年
。

（
７
）　

前
掲
注
（
２
）『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図
』。

（
８
）　

早
稲
田
大
学
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
上
賀
茂
神
社
文
書
「
天
文
一
八
年
九
月
一
一

日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」「（
天
文
一
八
年
）九
月
一
一
日
井
家
孝
家
書
状
」「
天

文
一
八
年
一
二
月
四
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」（
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
編
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
巻
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
八
年
。
史
料
画
像
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て

閲
覧
可
能
。http://w

w
w.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/

）。
東
山
御
文
庫
勅
封
一
二
三

函
一
―
一
八
「
天
文
一
八
年
一
〇
月
日
賀
茂
社
祠
官
申
状
」
な
ど
。

（
９
）　

氏
人
に
つ
い
て
は
須
磨
千
頴
「
中
世
に
お
け
る
賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
の
惣
に
つ
い

て
」（
１
）
～
（
12
）『
南
山
経
済
研
究
』
第
六
巻
二
号
～
第
一
二
巻
三
号
、

一
九
九
一
年
～
一
九
九
八
年
。
な
お
本
稿
校
正
中
に
須
磨
千
頴
「
中
世
に
お
け
る
加

茂
別
雷
神
社
の
従
来
田
」『
賀
茂
文
化
』
十
三
、二
〇
一
七
年
）
に
接
し
た
。
あ
わ
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　
「
正
月
四
日
御
祖
社
参
詣
」
の
項
。
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
編
纂
会
『
賀
茂
別
雷
神
社

史
料　

諸
神
事
註
秘
抄
』（
上
下
、
賀
茂
別
雷
神
社
、
二
〇
一
五
年
）
上
巻
一
二
一
頁
、

以
下『
諸
神
事
註
秘
抄
』の
記
事
は『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料　

諸
神
事
註
秘
抄
』の
ペ
ー

ジ
数
を
付
記
す
る
。

（
11
）　
「
正
月
四
日
印
鎰
社
謡
始
」
の
項
。
上
巻
一
三
二
頁
。

（
12
）　
「
天
文
～
天
正
年
間
賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
一
覧
」『
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
二
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
一
般
）〕
研
究
成
果
報
告
書
中
近
世
移
行

期
に
お
け
る
賀
茂
別
雷
神
社
お
よ
び
京
都
地
域
の
政
治
的
・
構
造
的
分
析
研
究
』

二
〇
一
三
年
（
の
ち
金
子
著
『
織
田
信
長
権
力
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
に

再
録
）。

（
13
）　

稲
葉
継
陽
「
村
請
制
の
成
立
と
村
」『
戦
国
時
代
の
荘
園
制
と
村
落
』
校
倉
書
房
、

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
。「
ば
ん
じ
ょ
う
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
宇
野
日
出

生
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

【
凡
例
】

・�

文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と

し
た
。
改
丁
は
』
で
示
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
加
え
た
。

・�

欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は

で
示
し
た
。
ま
た
残

画
に
よ
っ
て
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
□
の
中
に
記
入
し
た
。

抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に

を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の

字
数
を
計
っ
て
■
ま
た
は

■
と
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は

と
し
た
。

・
本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は
〔　

　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

・
そ
の
他
、
適
宜
※
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。
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『
上
賀
茂
社
社
司
日
記
』


『　
　
　

家
子
衆

ぬ
い
の
か
み
・
か


も
の
す
け
・
み
ん
ふ
の
せ
う
・
ひ


□
□
□
□
□
ひ
や
う
こ
の
か

み
・


□
く
せ
ん
の
か
み
・
う
ね
め
の
か
み
・
ち
ふ
の
せ
う
・
あ
ふ
み
の
か
み
・
ち
く

こ
の
か
み
・


□
□
□
こ
の
す
け
・
し
ま
の
か
み
・
む
く
の
す
け
・
お
し
ち
う
、以
上

十
四
人
、

永
禄
八
年
日
記

　
　
　

十
五
人
衆

た
ん
こ
の
か
み

　
　
　
　
　
　
　

天
正
四
年
五
月
五
日
、
競
馬
乗
尻

　
　
　
　
　
　
　

八
番
民
部
丞
・
壱
岐
守
也
、
民
部
丞
か
な
□
□

　
　
　
　
　
　
　

□
□
に
て
た

�

』

永
禄
八
乙　丑
、
年
八
月
十
六
日
、
松
下
松
千
代
社
務
職
上
表
也
、

永
禄
八
年
八
月
廿
日
、
大
森
彦
三
郎
に
年
貢
銭
参
千
疋
、
永
代
之
補
任
也
、

同
廿
日
、
大
森
乗
信
入
道
に
年
貢
銭
貳
千
貳
百
疋
、
永
代
之
補
任
也
、
廿
一
日
に
令

判
、
持
来
沙
汰
人
大
夫
将
監
・
右
門
大
夫
両
人
也
、

大
森
乗
信
入
道
補
任
之
儀
相
違
候
て
、
同
廿
六
日
酉
時
分
に
将
監
持
来
候
間
、
判
を

申
、
米
拾
五
石
代
八
貫
文
、
大
森
乗
信
入
道
に
永
代
補
任
也
、�
』

大
森
彦
三
郎
補
任
之
儀
、
又
相
違
候
て
、
同
廿
八
日
巳
時
分
に
将
監
持
来
候
間
、
判

を
申
、
参
拾
貫
五
百
文
、
大
森
彦
三
郎
に
永
代
補
任
也
、
日
付
は
前
廿
日
也
、

九
月
大

一
日
、
申
時
分
に
十
五
人
衆
よ
り
沙
汰
人
将
監
・
右
門
大
夫
両
人
被
申
被
申
候
、
夕

方
の
御
料
、
は
ん
の
し
や
う
そ
く
、
は
う
り
殿
に
て
か
り
申
候
、
御
料
之
儀
も
い
わ

ゐ
可
申
案
内
候
間
、
か
く
こ
に
及
被
申
事
候
、
前
々
社
務
な
き
こ
と
も
候
、
御
料
を
』

と
ら
れ
、は
ん
の
し
や
う
そ
く
衆
儀
よ
り
被
出
儀
、一
度
も
そ
の
れ
い
な
く
候
、前
々

無
社
務
間
は
、
し
や
う
そ
く
ま
は
り
て
遣
、
御
料
も
ま
は
り
て
い
わ
ゐ
候
に
、
事
あ

た
ら
し
き
被
申
事
迷
惑
候
、
如
前
々
此
方
よ
り
し
や
う
そ
く
可
遣
候
、
御
料
も
い
わ

ゐ
可
申
よ
し
返
事
申
候
、
二
度
目
は
右
門
大
夫
一
人
被
来
、
前
々
い
わ
ゐ
つ
け
候
由

た
つ
て
被
申
間
、
い
く
へ
に
被
申
共
、
事
あ
た
ら
し
き
儀
は
か
く
こ
に
不
及
候
、
一

度
も
其
れ
い
あ
る
ま
し
く
候
、
前
正
月
に
社
務
な
き
事
候
、
其
時
も
御
棚
御
料
松
下

数
久
正
禰
宜
に
て
候
之
間
、
松
下
に
て
竹
内
・
森
わ
け
い
わ
ゐ
候
、
其
子
細
』
条
々

候
、
如
何
様
に
被
申
候
共
、
同
心
申
間
敷
よ
し
返
事
申
候
、
三
度
目
は
右
門
大
夫
・

権
少
輔
両
人
被
来
、
こ
と
は
り
共
候
之
間
、
い
わ
ゐ
候
へ
の
よ
し
被
申
候
、
乍
去
明

日
老
若
候
間
、
此
分
披
露
可
申
由
候
、
は
ん
の
し
や
う
そ
く
、
は
う
り
殿
へ
遣
候
、

御
料
も
い
わ
ゐ
申
候
、
一
日
、十
四
は
ん
に
て
ひ
や
う
こ
の
か
み
は

ん
に
て
、は
う
り
殿
へ
あ
つ
ら
へ
候
よ
し
候
、

二
日
、
老
若
へ
披
露
の
被
申
候
へ
は
、
如
前
々
に
て
候
は
ん
間
、
森
殿
へ
御
い
わ
ゐ

候
へ
の
よ
し
相
定
よ
し
候
、

三
日
、大
原
よ
り
如
常
名
荷
子
二
鉢
持
来
、お
ひ
る
の
物
五
銭
遣
、こ
れ
は
日
不
定
、』

八
日
、
神
事
如
常
、
す
ま
い
あ
り
、
長
屋
に
て
さ
け
あ
り
、
よ
こ
座
に
ひ
と
り
、
我
々

は
か
り
、
な
お
り
く
り
・
か
き
二
せ
ん
い
た
す
間
、
我
々
と
は
う
り
と
は
か
り
す
は

る
、
三
よ
し
よ
り
は
う
く
わ
候
間
、
残
の
く
り
・
か
き
不
出
候
、

大
原
よ
り
く
り
・
か
き
二
鉢
、
な
ま
も
ち
壱
斗
六
升
如
常
持
来
也
、
お
ひ
る
の
物
五

銭
遣
、

九
日
、
や
と
ね
菊
の
わ
た
取
に
来
間
、
一

は
を
少
残
し
、
む
し
り
ひ
ろ
け
一

は

の
や
う
に
し
候
て
、
か
み
に
つ
ゝ
み
遣
候
、
大
段
天
気
よ
し
、

申
時
分
に
出
仕
申
、
御
ま
へ
に
て
別
当
か
ん
な
か
け
を
忘
、
神
人
を
取
に
遣
、
お
そ

く
候
て
、
お
い
の
や
一
郎
を
又
遣
候
、
則
弥
一
郎
持
来
候
、
御
戸
開
如
常
、
御
ま
へ

過
候
て
、
治
部
大
輔
は
貴
布
祢
へ
参
候
、
大
蔵
少
輔
や
と
い
候
間
、
そ
の
や
く
仕
候
、

今
年
の
お
と
り
・
す
ま
い
如
常
、
長
屋
に
て
御
ま
か
り
い
わ
ふ
、
社
務
の
座
に
我
々

と
』
祝
と
如
常
、
松
千
代
大
蔵
の
座
如
常
、

（
後
補
表
紙
）

（
原
表
紙
）

〔
ん
脱
カ
〕

〔
せ
ん
の
か
み
カ
〕

〔
ち
カ
〕〔

ひ
や
う
カ
〕（

氏
朝
）

（
親
直
）

（
ノ
チ
ノ
元
久
）

（
兼
政
）

（
成
知
）

（
昌
久
）

（
成
知
）
（
昌
久
）

来〝

（

晩

装

束

）
（

祝

）

（
覚
悟
）

（
例
）

に

（
保
親
）

〝〔
茗
〕

〔
庁
〕

（
直
会
）

（
好
）

（

奉

加

）

（
矢
刀
禰
）

ひ
と
へ
き〝

ひ
と
へ
き〝〝

（

鉋

）

（
甥
）

（
松
下
）
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社
務
の
日
の
御
料
は
す
ま
い
に
遣
候
、

十
六
日
、
御
料
参
、
七
番
さ
ま
の
せ
う
の
番
に
て
、
は
う
り
殿
代
に
御
ま
い
り
候
、

こ
れ
に
て
則
し
や
う
そ
く
め
し
候
、
下
向
候
間
、
社
務
の
御
料
入
候
を
い
た
ゝ
か
せ

申
候
、

十
八
日
、
申
時
分
に
か
う
し
弥
太
郎
、
八
日
の
き
や
う
を
取
に
来
候
へ
の
案
内
候
間
、

則
弥
二
郎
か
お
と
は
う
取
に
遣
候
、
我
々
分
・
お
う
し
の
ふ
ん
・
松
千
代
分
以
上
三

人
分
と
申
候
へ
は
、
四
升
来
候
、
二
升
た
り
候
は
ぬ
よ
し
申
、
取
に
遣
候
、
か
う
し

留
主
に
て
す
く
な
く
進
候
之
由
被
申
、』
又
二
升
来
候
、
以
上
六
升
の
分
に
て
候
、

氏
人
は
四
合
の
分
に
て
候
之
間
、
上
せ
ん
は
如
此
候
、
む
か
し
は
八
升
つ
ゝ
と
る
物

也
、

十
月
大

一
日
、
く
し
つ
か
れ
候
、
如
常
目
代
よ
り
御
料
ま
い
る
、
二
番
に
て
某
参
候
、
社
務

の
御
料
入
、
御
ち
よ
く
わ
い
の
時
と
ね
御
さ
い
持
来
と
て
、
た
か
も
り
一
は
い
こ
ほ

し
候
、
す
る
か
の
守
一
た
ん
の
く
せ
事
之
由
被
申
候
、
然
共
皆
々
い
わ
れ
ぬ
い
ら
ん

の
よ
し
』
申
あ
ひ
す
み
候
、

二
日
、
倭
文
状
調
候
、
宗
二
郎
代
備
後
守
被
下
候
、
衆
儀
よ
り
丹
後
守
・
源
六
郎
両

人
、
備
後
守
、

沙
汰
人
三
人
代
、
新
二
郎
、
以
上
八
人
、
か
へ
の
す
い
物
に
て
酒

あ
り
、
一
た
ん
こ
る
、

十
日
、
の
と
の
御
料
参
、
十
二
日
ま
て
三
日
参
、
則
社
務
の
御
料
い
わ
ふ
、

廿
四
日
、
亥
の
こ
、
大
原
よ
り
来
、
は
ち
二
つ
に
廿
つ
ゝ
入
、
四
十
到
来
、�

』

お
ひ
る
の
物
五
銭
遣
候
、

廿
八
日
、
天
奏
へ
御
礼
に
参
、
弁
也
、
書
出
の
き
も
一
つ
に
申
、
御
礼
銭
合
壱
貫
八

百
持
参
申
候
、
六
百
神
光
院
を
以
侘
言
申
、
御
上
様
ふ
く
に
て
、
内
へ
不
参
、
門
の

そ
と
へ
御
出
候
て
御
礼
申
候
、
宣
下
給
候
、

十
一
月

一
日
、
日
御
料
如
常
、
社
務
御
料
ゐ
わ
ふ
、

二
日
、
印
を
入
申
、
七
日
前
よ
り
別
当
へ
し
や
う
し
の
安
内
申
、』
や
と
ね
へ
も
被

申
候
へ
の
よ
し
申
候
、
お
し
伊
賀
守
三
日
前
よ
り
安
内
、
せ
う
し
前
日
案
内
申
、
こ

れ
は
た
ゝ
み
・
ま
つ
は
を
し
か
れ
候
や
く
也
、
き
り
板
の
上
に
西
に
一
て
う
、
東
に

一
て
う
、

中
に
松
葉
を
し
く
、
東
の
た
ゝ
み
の
う
し
ろ
に
一
て
う
た
ゝ
て
お
く
、

こ
れ
は
下
へ
見
せ
ま
し
き
た
め
也
、
せ
う
や
の
過
に
別
当
・
や
と
ね
・
お
し
伊
賀

守
・
せ
う
し
志
摩
守
四
人
、
と
り
・
さ
か
な
に
て
さ
け
有
、
せ
こ
に
ぬ
り
物
に
て
し

い
る
、
て
た
ち
過
、
某
・
お
し
・
別
た
う
・
や
と
ね
御
前
へ
参
候
、
此
間
に
長
屋
に

て
座
を
せ
う
し
し
く
、
某
・
お
し
両
人
み
ふ
た
の
屋
に
入
、
別
た
う
・
や
と
ね
は
お

し
て
を
た
し
申
、
次
お
し
み
ふ
た
を
お
し
申
、』
三
さ
か
つ
き
に
て
、
さ
け
を
の
み
、

し
う
け
ん
過
候
て
、
長
屋
へ
参
、
お
し
は
東
の
末
へ
、
せ
う
し
と
ふ
た
り
い
る
、
や

と
ね
も
同
、
社
務
は
西
の
た
ゝ
み
、
別
た
う
は
東
の
た
ゝ
み
、
中
の
松
葉
の
上
に
印

を
置
申
、
ひ
ん
み
つ
の
き
を
調
、
み
ひ
つ
を
よ
せ
よ
こ
に
置
、
其
内
に
火
を
と
ほ
す
、

あ
ふ
ら
・
同
か
わ
ら
け
は
、
こ
わ
つ
か
り
や
く
に
て
出
す
、
別
当
中
間
に
つ
ゝ
ら
の

ふ
た
に
御
れ
う
紙
一
か
さ
ね
・
す
ゝ
り
・
ふ
て
・
す
み
入
て
、
も
た
せ
ら
れ
候
、

ゆ
や
の
お
う
ち
也
、
ひ
ん
み
つ
の
き
持
過
、
や
と
ね
に
も
た
せ
、
別
当
と
鳥
居
よ
り

さ
か
殿
の
橋
へ
出
、
印
入
申
、
み
さ
き
』
三
度
有
、
く
き
ぬ
き
の
ち
ふ
へ
迄
行
候
時

分
に
、
御
前
よ
り
御
幣
を
ふ
り
、
八
社
に
て
何
も
御
幣
に
参
、
お
し
取
次
、
某
ふ
り
、

其
跡
を
又
お
し
ふ
り
候
、
く
き
ぬ
き
迄
出
候
時
、
別
た
う
迎
に
ま
い
ら
れ
、
大
田
へ

と
も
也
、
つ
ち
よ
り
す
く
に
下
向
申
、
て
た
ち
の
こ
と
く
に
、
又
さ
け
有
、
某
・
皆
々

ほ
う
い
也
、

三
日
、
紅
葉
見
の
酒
有
、
社
務
分
五
十
疋
、
某
分
五
十
疋
、
合
百
疋
也
、
夕
方
氏
神

祭
如
常
、
く
ら
六
く
ち
か
る
、
馬
は
市
原
よ
り
二
疋
出
、
な
は
取
四
疋
さ
す
、
御

し
ん
め
は
一
疋
、
五
疋
さ
す
、�

』

（
左
馬
允
）

（

祝

）

（

装

束

）

（
郷
司
カ
）

（

饗

）

五〝

（
膳
）

（
鬮
）

（

直

会

）

（
刀
禰
）

（

高

盛

）

（
駿
河
）

（
違
乱
）

（
美
作
国
）

物
書
長
門
守
、

（
能
登
土
田
庄
カ
）

〔
伝
〕

（
勧
修
寺
晴
豊
）

〔
詫
〕

（
精
進
カ
）
〔
案
〕

（
矢
刀
禰
）

（
御
師
）

（
所
司
）

（

畳

）
（
松
葉
）

其よ
り〝

（
出
立
）

〔
庁
〕

（
御

籍

屋
）

「
押
」

北
方
に
、

〝
〝

（

小

預

役

）

（
料
）

（
湯
屋
祖
父
）

（
御
前
）

〝
〝
〝
〝
ま
て〝

（
布
衣
）

（
鞍
）

（
神
馬
）
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九
日
、
御
さ
う
し
、
杉
原
十
六
枚
・
さ
つ
し
六
枚
、
あ
つ
か
り
に
渡
、
さ
つ
し
は

か
う
よ
り
の
用
也
、
夕
方
各
仕
出
申
、
日
御
料
の
け
き
や
う
、
沙
汰
人
三
人
な
か
ら

出
京
候
て
、

け
き
や
う
な
し
、
や
う
〳
〵
源
六
馳
走
候
て
、
六
つ
時
分
に
被
渡
之
、

御
さ
う
し
の
き
は
時
さ
た
ま
り
候
間
、
先
御
さ
う
し
を
仕
也
、
大
蔵
殿
ま
て
あ
と
に

残
候
、
十
九
番
な
り
、
せ
ん
代
の
初
也
、

十
日
、
如
常
て
う
は
ん
有
、
然
共
酒
と
ま
り
候
、

く
し
ま
る
来
、
中
大
路
十
六
丸
・
竹
鼻
廿
四
丸
・
梅
辻
十
八
丸
・
岡
本
八
丸
、
此
間

七
丸
来
、
西
賀
茂
廿
丸
、
本
は
七
十
丸
、

十
二
月

市
原
野
よ
り
せ
ち
れ
う
の
木
二
人
持
来
、
ひ
る
の
物
五
銭
つ
ゝ
遣
、�

』

目
代
み
や
け
の
こ
い
代
に
か
た
し
ほ
な
る
た
い
一
枚
、
な
ら
つ
け
一
つ
、
御
た
る
酒

料
持
参
、
則
さ
か
つ
き
出
、

廿
八
日
、
田
口
よ
り
御
は
か
た
め
の
は
つ
尾
の
さ
け
た
る
、
か
た
〳
〵
さ
か
な
・
こ

ふ
・
と
ひ
を
来
、�

』

　
　
永
禄
九
年
正
月
一
日

神
事
、
七
時
分
に
出
仕
申
、
某
・
祝
・
松
千
代
・
治
部
大
輔
、
大
蔵
少
輔
代
に
出
羽

守
、
五
人
也
、
大
こ
い
の
代
に
鳥
を
ま
い
ら
せ
候
、

御
は
か
た
め
の
御
ま
か
り
あ
り
、
田
口
下
人
か
ん
に
て
酒
の
ま
す
る
、
に
こ
り
さ
け

也
、

二
日
、

三
日
、

四
日
、
下
社
へ
参
、
家
子
衆
・
同
内
家
子
衆
、
其
外
知
音
人
と
も
也
、
晩
気
朝
御
料
・

夕
御
料
の
あ
い
に
、
て
う
の
初
あ
り
、
作
所
は

大
工
同
前
に
被
備
候
、
目
代
民
部

丞
代
は
刑
部
少
輔
、
吉
書
過
候
て
、
こ
ふ
・
か
ち
ん
・
く
り
、
三
さ
か
つ
き
、』
二

こ
ん
か
ん
、
あ
い
に
入
、
さ
け
、
か
に
こ
り
を
さ
ん
と
い
り
に
て
し
い
る
、
三
こ
ん
、

鳥
の
す
い
物
に
て
、
さ
か
つ
き
、
あ
い
に
て
し
い
る
、

一
、
家
子
よ
り
は
や
く
来

た
る
一
分
大
工
に
遣
た
る
と
、
藤
木
一
束
と
を
や
う
き
取
に
来
、
同
御
料
も
さ
か
な

に
い
わ
ふ
、
作
所
長
屋
へ
行
、
さ
け
を
の
ま
さ
る
ゝ
也
、

一
、
し
ゝ
せ
う
持

来
、
家
子
よ
り
来
た
る
一
分
、
さ
か
な
迄
そ
へ
遣
、

夕
方
家
子
十
四
人
、
三
し
よ
く
迄
十
七
人
到
来
、
こ
ふ
・
か
ち
ん
・
く
り
、
三
さ
か

つ
き
、
二
こ
ん
、
鳥
の
す
い
物
に
て
、
か
に
こ
り
さ
か
つ
き
さ
ん
と
い
り
に
て
し
い

る
、
こ
れ
は

三
こ
ん
め
、
家
子
た
か
の
さ
か
な
を
す
い
物
に
し
て
、
さ
け
あ
り
、

さ
か
つ
き
あ
い
、
せ
う
し
・
目
代
し
や
く
に
立
、
う
た
い
あ
り
、
か
わ
ら
け
の
物
、

く
き
と
と
ひ
を
く
き
や
う
に
す
へ
て
出
、
は
て
さ
ま
に
う
つ
ら
ま
い
、
田
口
す
る
、

扇
遣
、
家
子
の
た
る
九
人
よ
り
来
、
せ
う
し
・
目
代
・
六
郷
衆
・
を
ち
た
、
こ
れ
は

田
口
こ
し
ら
ゆ
る
や
く
也
、�

』

五
日
、

六
日
、
や
う
き
か
ゝ
み
代
四
十
疋
に
て
わ
ひ
事
申
間
、
同
心
候
也
、

七
日
、
鳥
初
音
に
出
仕
申
、
大
こ
い
の
代
た
い
ま
い
ら
せ
候
、
同
ま
へ
さ
の
米
、
神

事
過
み
ふ
た
の
屋
に
て
さ
け
あ
り
、
六
日
の
よ
ひ
に
藤
木
二
束
・
あ
ふ
ら
十
文
か
ほ

と
、
く
つ
わ
・
は
な
か
わ
・
き
ぬ
二
寸
は
か
り
、
以
上
五
色
を
御
馬
前
生
取
に
来
、

き
ぬ
き
れ
を
は
取
、
く
つ

・
は
わ
か
わ
は
か
り
か
へ
す
、
同
あ
か
つ
き
、
御
馬
屋

へ
中
間
さ
け
の
み
に
行
、

同
朝
み
そ
う
つ
く
い
に
神
人
四
人
、
し
ん
ふ
共
に
五
人
来
、

八
日
、
市
原
野
よ
り
中
間
・
一
は
ん
し
や
う
来
、
か
ゝ
み
一
つ
・
は
な
ひ
ら
十
枚
・

く
し
か
き
・
か
う
し
・
か
ち
ん
・
く
り
、
上
置
、
中
間
あ
わ
の
か
ゝ
み
一
つ
・
く
し

か
き
・
か
ち
ん
・
く
り
、
置
す
ゆ
る
、
き
や
う
二
せ
ん
、
を
ま
わ
り
三
つ
つ
ゝ
、

（
掃
除
）

（
雑
紙
）

（
郷
）

（

下

行

）

暮
迄

（

庁

飯

）

（
公
事
丸
）

（

節

料

）
（

堅

塩

）

（
鯛
）

（
奈
良
漬
）

（

歯

固

）

（
飛
魚
）

（
松
下
）

（
鯉
）

（

歯

固

）

（
手
斧
）

木
工
助
也
、

（
献
）

（
三
度
入
）

某
は
く
き
や
う
、の
こ
り
は
ひ
ら
を
し
き
、

（
公
卿
）

（
平
折
敷
）

（
様
器
）

〔
庁
〕

〝
来
候
小
土
器
を
持

〝
〝

臨〝

み
そ
は
七
文
は
か
り
、

社
務
よ
り
の
分
也
、

（
所
司
）

（

謡

）

（
茎
）
（
飛
魚
）

（

鶉

舞

）
（
落
田
）

（
様
器
）

（

御

籍

屋

）

わ

な〝

（
味
噌
水
）

（
人
夫
）

（

和

尚

）



東京大学史料編纂所研究紀要　第28号　2018年３月　（　 ）154

し
よ
こ
ん
、
ひ
ら
き
・
な
ま
す

に
て
、
三
さ
か
つ
き
、
次
白
米
、
紙
に
つ
ゝ
み
、

ゑ
ひ
・
小
鯛
・
鳥
を
白
き
土
器
に
入
、
四
色
す
ゆ
る
、
次
ひ
し
三
枚
、
こ
ふ
す
ゆ
る
、

次
き
や
う
二
せ
ん
、
次
か
ゝ
み
す
ゆ
る
、�

』

以
上
九
人
来
、
こ
ふ
と
こ
ほ
と
の
く
み
つ
け
に
て
、
に
こ
り
さ
け
の
ま
す
る
、
ひ
や

也
、
中
間
と
一
は
ん
し
や
う
に
五
枚
つ
く
り
の
紙
二
て
う
に
、
末
ひ
ろ
か
り
の
扇
す

へ
て
遣
、
残
り
七
人
に
は
な
ひ
ら
一
枚
つ
ゝ
遣
、
中
間
に
き
や
う
一
せ
ん
遣
、
を
ま

わ
り
二
つ
の
こ
す
、

九
日
、

十
日
、
卯
杖
神
事
、
常
こ
と
し
、

十
四
日
、
御
棚
神
事
、
御
き
ぬ
八
た
ん
借
、
是
を
五
か
う
に
わ
け
候
、
上
三
か
う
は

み
か
い
三
き
れ
・
打
敷
二
き
ぬ
れ
・
水
引
一
き
れ
、
以
上
六
き
れ
つ
ゝ
也
、
下
二
か

う
は
鯉
・
鳥
代
を
染
物
に
て
つ
ゝ
む
間
、
八
き
れ
つ
ゝ
入
也
、
惣
以
上
卅
四
き
れ
入

也
、
別
当
請
取
に
来
時
、
さ
か
つ
き
出
す
、

次
八
社
へ
み
ふ
の
米
参
、
則
治
部
・
大
蔵
ま
い
ら
せ
候
、

次
小
ひ
よ
と
り
、
五
か
う
よ
り
請
取
、
数
は
六
銭
つ
ゝ
つ
な
き
』
た
る
を
卅
■
也
、

ひ
よ
鳥
の
代
五
貫
文
之
内
壱
貫
文
、
五
か
う
へ
渡
、
壱
貫
文
片
岡
の
ね
き
・
祝
の
分
、

ね
き
な
き
間
、
惣
中
へ
六
百
文
取
、
祝
の
四
百
文
は
社
務
代
両
人
取
、
社
務
の
三
貫

文
は
御
結
鎮
に
て
引
、

御
棚
調
次
第
に
案
内
申
、
則
各

出
仕
、
御
棚
御
前
へ
参
、
社
務
ヨ
リ
次
第
に
御

へ
い
に
参
、
あ
つ
か
り
と
り
つ
き
、
し
や
う
し
の
と
の
な
の
り
を
申
、
別
当
あ
つ
か

り
ゑ
も
ん
を
と
ら
れ
候
、
御
幣
は
て
ゝ
、
し
ん
く
う
よ
り
岩
本
へ
下
か
う
申
、
長
屋

に
座
す
、
御
棚
に
て
橋
本
よ
り
如
前
の
長
屋
の
前
に
あ
り
、
目
代
々
刑
部
少
輔

け
い
も
ん
よ
み
候
て
、
御
棚
下
か
う
、
其
後
御
て
つ
く
わ
い
申
、
祝
座
は
く
ら
の
前
、

是
は
戸
開
な
き
故
也
、

十
五
日
の
神
事
、
御
前
に
出
仕
申
、
鳥
の
初
音
を
聞
、
あ
り
御
戸
開
あ
り
、
御
前
過
屋

し
ろ
御
ふ
の
の
屋
に
て
、
ち
よ
く
わ
い
あ
り
、
夕
方
家
子
衆
鳥
の
す
い
物
に
て
に
こ
り

さ
け
あ
り
、
さ
ん
と
に
入
、
さ
か
つ
き
は
ぬ
り
物
、

家
子
よ
り
の
三
吉
丁
二
本
つ
ゝ

出
す
、�

』

十
六
日
、
ふ
し
や
の
神
事
如
常
、
夕
方
貴
布
祢
の
こ
し
ら
へ
、
田
口
仕
、
夕
飯
あ
り
、

家
子
九
人
よ
り
百
文
つ
ゝ
取
て
来
、
此
内
百
文
、
田
口
取
、

十
七
日
、
貴
布
祢
へ
参
、
馬
は
な
わ
と
り
さ
す
、
市
原
野
人
夫
五
人
出
、
十
文
つ
ゝ

遣
、
小
使
も
十
文
取
、
以
上
六
十
文
入
、
貴
布
祢
に
て
九
本
の
御
幣
、
は
し
に
て
七

本
、
お
く
に
て
二
本
、
御
初
尾
廿
文
を
、
五
枚
つ
く
り
に
て
う
に
す
へ
て
、
み
こ
二

人
、
お
く
の
坊
主
遣
、
次
座
敷
し
よ
こ
ん
、
こ
ふ
・
ゑ
ひ
に
、
三
さ
か
つ
き
、
二
こ

ん
、
鳥
の
す
い
物
、
か
に
こ
り
、
さ
ん
と
に
て
し
い
る
、
三
こ
ん
飯
、
さ
ん
と
に
入
、

白
き
土
器
に
あ
ひ
ま
せ
、
中
に
な
ま
す
・
む
し
り
物
・
と
ひ
を
の
や
き
物
三
つ
也
、

次
あ
ほ
か
ら
し
を
あ
た
ゝ
め
て
、
し
け
く
と
ほ
す
、
に
こ
り
さ
け
二
三
度
を
け
り
、

せ
ん
あ
か
り
、
さ
か
つ
き
あ
た
ゝ
め
、
く
き
と
と
ひ
を
と
の
か
わ
ら
け
の
物
出
る
、

所
司
・
目
代
し
や
く
に
た
つ
、
う
た
ひ
あ
り
、
此
時
み
こ
・
坊
主
出
る
、
は
て
さ
ま

に
田
口
う
つ
ら
ま
い
あ
り
、
扇
遣
、

市
原
野
し
は
に
て
さ
け
あ
り
、��

』

貴
布
祢
入
た
う
へ
、
米
壱
斗
二
升
、
但
く
ろ
米
、

　
　
　

み
ふ
の
米
六
升
、

か
に
こ
り
の
さ
け
卅
は
い
・
に
こ
り
さ
け
二
斗
・
し
ほ
一
つ
ゝ
み
・
み
そ
八
文
・
な

ま
す
の
大
こ
ん
卅
本
あ
ま
り
、

　
　

・
あ
い
ま
せ
の
か
ら
さ
け
四
し
や
く
、
水
入
な
十
二
文
、

以
上
、
此
外
御
料
の
あ
こ
五
枚
・
大
こ
ん
五
本
・
な
ま
も
の
一
つ
、
以
上
也
、

十
九
日
、
ね
ん
と
う
や
う
き
小
松
と
ね
ん
と
う
を
持
来
、
杉
原
八
枚
、
さ
つ
し
十
六

枚
に
つ
ゝ
む
、
し
ゆ
つ
な
う
取
に
来
、
朝
御
料
・
夕
御
料
の
あ
い
に
み
や
れ
へ
参
、

こ
ん
の
は
う
り
や
く
、
社
務
代
も
参
、

廿
四
日
、
惣
中
よ
り
年
よ
り
礼
に

来
、
三
日
前
よ
り
所
司
代
目
代
を
以
安
内
、
八

時
に
と
し
よ
り
被
来
、
は
ん
は
蔵
人
頭
、
沙
汰
人
三
人
・
所
司
・
目
代
、
以
上
七
人

と
も
、
ゆ
や
の
お
う
し
、
し
よ
こ
ん
、
ゑ
ひ
と
』
の
し
三
本
、
は
た
を
は
け
つ
り
か

（
初

献
）

の
二
し
ゆ
、
さ
か
な
二
せ
ん

七〝

（
牛
蒡
）

（

和

尚

）

（
郷
）

（
御
蓋
）

〝

（
御
封
）

（
禰
宜
）

土
屋
へ

（
幣
）

（
殿
名
乗
）

〔
庁
〕

（

啓

文

）

（

撤

却

）

へ〝

〝
〝

た〝

（

直

会

）

さ
か
な
は
く
き
や
う
と
あ
し
打
と
に
か
う
の
物
に
て

（
毬
打
）

（
歩

射
）

二〝

（
神
子
）

（
飛
魚
）

を〝

（

謡

）

（

鶉

舞

）

（
芝
）

（
酒
）

（
乾

鮭
）
（

尺

）

（

燃

灯

）し
ゆ
つ
な
う

（
出
納
）

〝
〝
〝

（
御
生
所
）

（

権

祝

）

被

〝

〔
案
〕

ゑ
ち
こ

（
湯

屋

祖

父
）
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け
、
三
さ
か
つ
き
、
二
こ
ん
さ
う
に
、
あ
い
に
入
、
い
も
・
し
き
も
ち
、
三
つ
上
置

に
い
り
こ
・
ま
る
あ
わ
ひ
・
山
い
も
・
む
す
ひ
こ
ふ
、
さ
ん
と
入
に
て
、
か
に
こ
り

の
さ
け
あ
り
、
三
こ
ん
、
鳥
の
す
い
物
、
さ
ん
と
入
、
さ
か
つ
き
、
ぬ
り
物
に
て
し

い
る
、
さ
う
に
ゝ
く
み
つ
け
、
大
こ
ん
葉
を
つ
け
わ
り
三
つ
、
と
ひ
を
き
さ
み
五
き

れ
、

　
　
　
二
月

朔
日
、
如
常
く
し
つ
か
れ
候
、
沙
汰
人
者
下
野
守
・
長
門
守
・
主
水
正
、

　
　
　
三
月

朔
日
、
如
常
御
料
参
、�

』

　
　
　
四
月

朔
日
、
如
常
あ
し
そ
ろ
へ

廿
一
日
、
早
朝
と
う

の
杉
原
十
六
枚
、
か
う
よ
り
の
さ
し
三
枚
、
さ
う
し
へ
渡
候
、

夕
方
御
さ
う
し
、
出
仕
申
、
神
事
如
常
、

廿
四
日
、
御
祭
ま
つ
り
、
如
常
出
仕
候
、
御
迎
馬
二
疋
、
権
禰
宜
つ
か
さ
あ
き
候
間
、

い
た
す
、
是
は
』
五
十
文
い
り
め
、
惣
中
よ
り
取
候
、
十
六
文
さ
し
あ
わ
せ
の
か
へ

□
取
候
、
合
六
十
五
文
取
候
、
社
務
分
は
又
四
郎
・
新
二
郎
、
権
禰
宜
分
に
民
部
・

藤
四
郎
也
、
夕
飯
は
大
こ
ん
の
な
ま
す
・
す
し
・
か
う
の
物
、
三
つ
也
、
さ
は
、
一

こ
ん
に
に
こ
り
さ
け
也
、

廿
五
日
、
う
へ
の
ま
つ
り
、
如
常
出
仕
候
、

　
　
　
五
月

朔
日
、
あ
し
そ
ろ
へ
如
常
、
社
務
馬
七
疋
に
拾
五
貫
文
請
取
、
権
禰
宜
馬
壱
貫
五
百

文
に
て
、
色
々
わ
ひ
こ
と
被
申
候
之
間
、
同
心
申
、
合
拾
六
貫
五
百
文
請
取
也
、

の
り
し
り
は
八
人
と
せ
う
し
・
む
く
代
・
三
し
よ
く
、
以
上
十
三
人
如
常
、
朝
飯
あ

り
、
此
外
田
口
・
な
わ
と
り
・
神
人
四
人
、
市
原
野
小
使
・
ひ
や
く
し
や
う
夫
・
同

女
房
、
は
た
ら
く
、
此
衆
朝
飯
有
、
百
姓
夫
は
夕
方
も
く
い
候
、
市
原
野
よ
り
下
間

百
姓
夫
来
、

は
ら
へ
馬
を
ひ
か
せ
、
次
出
仕
申
、
と
も
の
衆
せ
う
し
・
目
代
・
別
当
也
、
神
人
さ

き
に
た
つ
、
市
原
下
間
上
下
に
て
太
刀
持
、
百
姓
夫
浄
衣
に
て
く
つ
持
、�

』

五
日
、
朝
神
事
如
常
、
朝
飯
衆
所
司
・
目
代
・
三
し
よ
く
五
人
也
、
此
外
は
田
口
・

な
わ
と
り
・
神
人
□
人
・
市
原
野
小
使
・
在
所
之
百
姓
夫
、
以
上
八
人
也
、
五
人
衆

は
お
ま
わ
り
と
を
り
の
也
、
し
る
も
お
な
し
、
朔
日
は
何
に
て
も
五
ツ
也
、

　
　
　
六
月

九
日
、
柳
芳
軒
え
検
■
田
本
役
銭
壱
貫
五
百
を
五
貫
文
に
永
代
の
沽
券
也
、
則
補
任

の
判
仕
也
、
日
付
は
六
月
二
日
候
也
、�

』

（
雑
煮
）

き
れ
、

〝

（
飛
魚
）

（
鬮
）

御
料
参
、

〝
〝
〝
〝
〝

ろ

（
郷
）

せ〝

〝

く〝
（
生
飯
）

（

植

祭

）

（

足

汰

）

（

乗

尻

）

（
所
司
）
（
目
）

（

職

）
（

職

）

〔
四
〕断
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紙
背
文
書

第
一
紙
紙
背

　
　

尚
々
、
御
思
召
候
ま
ゝ
の
御
こ
と
ゝ
祝
入
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

御
札
千
秋
万
歳
目
出
度
拝
見
令
申
祝
着
、
本
望
此
事
候
、
殊
更

至

候
、
猶
々
御
思
召
候
ま
ゝ
の
由
承
候
、
我
々
迄
満
足
此
事
候
、
何
も
以
参
可
申
入
候

之
間
、
不
能
一
二
候
、
恐
惶
謹
言
、�

※
後
欠

第
二
紙
紙
背

「（
封
墨
引
）
左
も
し
さ
ま
ま
い
る　
　
　
祐
□
」

先
刻
以
書
状
令
申
候
、
相
届
候
哉
、
無
御
心
元
存
候
、
仍
競
馬
之
事
い
か
ゝ
候
哉
、

御
用
之
事
候
は
ゝ
、
可
蒙
仰
候
、
不
思
儀
之
鞍
、
用
所
へ
か
御
い
り
候
間
、
若
御
用

候
は
ゝ
可
承
候
、
先
度
之
氏
神
祭
鞍
之
為
躰
候
、
将
亦
彼
代
物
渡
被
申
候
哉
、
御
心

元
な
く
存
候
、
御
返
事
承
度
候
、
急
候
間
、
此
外
不
申
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

祐
定
（
花
押
）

第
三
紙
紙
背

此
間
者
久
爰
元
御
疎
遠
之
□
事
候
、
尊
隙
之
折
ふ
し
思
召
立
候
て
、
御
物
語
候
は
ゝ

か
し
こ
□
□
入
ま
い
ら
せ
候
、
一
昨
日
者
散
々
に
参
候
て
、
無
念
に
そ
ん
し
候
、
今

日
御
ひ
ま
候
は
ゝ
一
は
ん
可
参
候
、
御
同
道
に
て
候
は
ゝ
勝
へ
御
供
可
申
候
、
さ
り

な
か
ら
事
の
ほ
か
御
碁
あ
か
り
申
候
間
、
何
盤
ま
い
り
候
と
も
ま
け
可
申
と
、
無
念

に
そ
ん
し
候
、
返
々
勝
へ
御
出
候
は
ゝ
、
只
今
参
候
て
あ
そ
ひ
可
申
候
□
ゝ
し
、
ま

つ
此
方
へ
成
共
□
有
御
出
候
、
何
も
必
々
御
供
□
申
候
、
か
た
〳
〵
□
見
参
を
こ
し

候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

□
□

第
四
紙
紙
背

　
　
　
　

猶
々
相
調
候
様
頼
入
候
、
此
分
忝
〳
〵
、

態
令
啓
候
、
仍
以
面
談
申
儀
、
具
加
茂
へ
御
物
語
可
有
候
、
尤
以
書
状
雖
可
申
候
、

不
案
内
之
儀
候
之
間
、
不
能
其
儀
、
何
様
自
是
可
申
入
候
、
随
而
金
津
之
義
、
先
年

賀
州
光
林
寺
へ
従
貴
所
被
仰
合
之
由
内
々
承
候
、
然
者
近
国
之
儀
候
間
、
此
方
へ
御

預
ケ
候
之
由
、
可
為
祝
着
候
、
涯
分
馳
走
可
申
候
、
此
等
之
趣
、
加
茂
へ
御
心
得
候

て
御
申
頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

極
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

頼
房
（
花
押
）

第
五
紙
紙
背

新
春
之
吉
兆
□
重
々
々
、
可
被
任
□
意
候
、
仍
如
例
年
□
喜
進
覧
候
、
□
賞
翫
可
為

本
□
候
、
以
吉
日
令
参
賀
御
礼
可
□
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

延
珍
（
花
押
）

　

森
殿　

人
□
御�

中�

※
折
紙

第
六
紙
紙
背

　
　

�

う
け
た
ま
わ
り
候
こ
と
く
、
世
の
し
き
万
□
つ
か
い
お
ほ
し
め
し
い
り
ま
い
ら

せ
候
、
と
り
み
た
し
候
、
い
か
ゝ
申
候
や
、

ま
こ
と
に
こ
の
ほ
と
は
、
御
う
と
〳
〵
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
お
り
ふ
し
の
御
お
と

つ
れ
、
か
し
こ
の
一
こ
給
候
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

　
　
（
切
封
墨
引
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
紙
紙
背

　
　

�

返
々
御
隙
御
座
候
は
ゝ
、
ち
と
〳
〵
光
臨
候
て
□
物
か
た
り
候
へ
く
候
、
か
し

く
、

（
端
裏
上
書
）

（
森
尊
久
）

刑
部
卿〔
定
〕

〔
ま
り
カ
〕

（
盤
）

（
勝
願
院
忠
舜
カ
）

（
以
下
袖
）

〔
た
カ
〕

〔
可
カ
〕

〔
可
カ
〕

山
本
よ
り

（
加
賀
加
賀
郡
）

〔
珍
〕

〔
御
〕

〔
久
〕

〔
御
〕

〔
望
〕

〔
申
カ
〕

教
学
院

（
尊
久
）

〔
々
〕

よ
り

〔
御
〕
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今
日
之
祝
詞
珍
重
存
候
、
勝
院
へ
只
今
参
候
、
今
日
者
は
や
早
々
よ
り
参
、
碁
を
仕

候
、
我
等
碁
一
段
あ
か
り
申
候
、
可
然
盤
御
座
候
は
ゝ
参
度
候
、
何
も
御
隙
御
座
候

は
ゝ
、
夕
か
た
辺
思
召
立
御
物
語
候
へ
く
候
、
只
今
勝
へ
参
候
間
、
や
か
て
〳
〵
可

罷
帰
候
、
か
し
く
、

（
捻
封
墨
引
）

　
　
　
　

第
八
紙
紙
背

青
陽
之
慶
賀
幸
甚
々
々
、
不
可
有
休
期
候
、
就
中
例
年
久
喜
一
桶
令
進
覧
候
、
表
祝

儀
計
候
、
事
々
恐
々
謹
言
、

　
　
　

正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

延
珍
（
花
押
）

　

森
殿
ま
い
る

　
　

　

人
々
御
中�

※
折
紙

第
九
紙
紙
背

「（
封
墨
引
）　　

左
も
し
さ
ま
ま
い
る　
　

□
□
」

　
　

�

返
々
脇
指
之
事
取
御
よ
せ
候
て
可
給
候
、
我
々
少
用
所
子
細
候
間
、
さ
て
申
候
、

委
者
期
後
音
候
之
間
、
此
外
不
申
候
、

此
五
三
日
中
者
、
不
申
承
、
朝
暮
御
床
敷
存
候
、
只
今
社
参
仕
候
て
御
前
罷
通
候
へ

共
、
清
近
而
候
之
間
、
参
候
は
す
候
、
然
者
明
日
勝
へ
朝
召
罷
出
候
之
間
、
其
帰
可

参
候
、
左
様
候
者
明
夕
者
其
方
而
御
物
語
可
申
承
候
、
先
日
令
申
候
脇
指
御
取
御
よ

せ
候
て
給
候
は
ゝ
、可
為
祝
着
候
、若
又
明
日
も
明
夕
も
御
貴
所
様
御
取
乱
事
候
は
ゝ

参
候
ま
し
く
候
、
此
御
返
事
に
可
承
候
、
か
し
く
、

第
一
〇
紙
紙
背

　
　

�

尚
々
、
無
余
日
候
間
、
早
々
可
有
御
渡
候
、
き
と
池
田
へ
可
申
下
候
、
為
其
申

候
、

就
森
殿
御
知
行
若
州
に
在
之
分
之
儀
、
池
田
方
え
御
契
約
銭
事
、
度
々
雖
被
申
上
、

御
跡
目
不
定
候
条
、
其
趣
申
下
候
処
、
如
此
書
状
到
来
候
、
前
々
儀
、
拙
者
存
知
之

由
候
て
、
切
々
被
申
候
、
急
度
被
相
渡
者
、
可
然
存
候
、
此
儀
者
公
私
并
御
在
所
中

各
御
存
知
候
間
、
不
及
是
非
申
候
、
於
御
無
案
内
者
被
成
御
尋
可
承
、
可
申
下
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　

十
二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

紹
円
（
花
押
）�

※
折
紙

　

森
殿　

参　
御
宿
所

　
　

�

※
若
狭
遠
敷
郡
宮
川
荘
は
、
天
文
一
七
年
に
森
賀
久
分
と
し
て
返
付
さ
れ
た
。

以
後
「
賀
茂
社
森
知
行
分
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図
』

賀
久
の
項
目
に
は
「
同
一
八
年
為
武
士
矢
島
被
害
、
于
時
森
相
続
之
間
、
尊
久

氏
人
中
へ
懇
望
依
有
之
、
森
跡
相
続
也
、
為
件
恩
賞
貴
布
祢
両
官
之
馬
ヲ
尊
久

競
馬
ニ
立
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
、」
と
あ
る
。
九
月
一
一
日
付
け
で
森
賀
久
の
後
継
を

定
め
る
よ
う
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
が
出
さ
れ
、
一
二
月
四
日
付
け
で
慶

松
丸
（
の
ち
の
尊
久
）
の
相
続
が
認
め
ら
れ
、
一
七
日
付
け
で
武
田
元
光
に
宮

川
荘
の
慶
松
丸
へ
の
安
堵
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
所

蔵
）。
本
文
書
は
天
文
一
八
年
の
文
書
か
。

第
一
一
紙
紙
背

当
社
正
禰
宜
与
正
祝
座
次
事
、
左
右
方
被
申
入
之
候
、
古
来
可
相
定
候
之
処
、
只
今

相
論
段
如
何
様
子
細
候
哉
、
先
例
之
趣
為
一
社
中
無
紛
、
内
々
可
被
注
進
候
、
以
其

上
被
遂
御　

奏
聞
、
重
而
可
被
仰
出
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

四
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　

豊
家
判

　
　

一
社
氏
人
御
中�

※
折
紙

　
　

�

※
弘
治
二
年
五
月
、
正
禰
宜
と
正
祝
の
座
次
相
論
に
関
す
る
女
房
奉
書
が
出
さ

れ
、
賀
茂
伝
奏
勧
修
寺
か
ら
井
家
豊
家
の
奉
書
で
賀
茂
別
雷
社
に
通
達
さ
れ
て

い
る
（
賀
茂
別
雷
社
所
蔵
文
書
Ⅱ
―

Ｂ
―

３
―

13
）。
こ
の
相
論
に
関
す
る
も
の
か
。

東
山
御
文
庫
収
蔵
文
書
勅
封
一
二
三
函
に
も
関
連
文
書
が
あ
る
。

（
勝
願
院
忠
舜
カ
）

よ
り

（
教
学
院
）

（
尊
久
）

（
端
裏
上
書
）

（
森
尊
久
）

刑
部
卿

〔
祐
定
〕（

勝
願
院
忠
舜
カ
）

（
天
文
一
八
年
カ
）

敬
寅
齋

（
尊
久
）

（
天
文
）

（
弘
治
二
年
カ
）

（
井
家
）

賀
茂
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第
一
二
紙
紙
背

「　
　
（
切
封
墨
引
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
尹
豊
」

　
　
　
（
切
封
墨
引
）
勧
修
寺
殿　
　
　
　
　
　
　
　

 

為
康
」

　
　
　
　
「
勘
申
上
候
へ
く
候
、」

　
　

返
々
無
御
披
露
候
者
、
従
此
方
可
申
入
候
歟
、
委
曲
承
度
候
、

「
御
状
之
折
節
他
行
候
て
不
申
候
、
委
細
之
儀
先
日
以
面
申
候
間
同
前
候
、」

「
〽
」
先
日
森
跡
職
之
事
、
以
書
状
令
申
候
、
御
披
露
之
儀
御
用
捨
に
て
候
者
、
称

名
院
殿
か
万
里
小
路
殿
か
憑
申
候
而
、
可
申
入
候
哉
、
無
御
披
露
之
由
承
候
間
、
伺

御
計
候
哉
、
社
中
不
調
事
候
間
、
其
御
調
肝
要
候
哉
と
存
候
、」

御
意
候
、
神
事
当
月
候
条
、
同
者
早
々
御
申
沙
汰
候
者
可
為
祝
着
候
、
此
由
従
社
務

心
得
可
申
旨
候
、
旁
以
参
可
申
入
候
、
か
し
く
、

　
　

※
勘
返
状
。

　
　

�

※
一
〇
と
同
じ
く
天
文
一
八
年
頃
の
文
書
か
。
勧
修
寺
尹
豊
は
天
文
一
八
年
六

月
一
八
日
に
賀
茂
伝
奏
と
さ
れ
た
（『
公
卿
補
任
』）。
万
里
小
路
惟
房
は
天
文

一
二
～
一
三
年
に
賀
茂
伝
奏
。

第
一
三
紙
紙
背

「（
切
封
墨
引
）
森
殿　

参　

人
々
御
中　
　
　
　
　

三
久
」

其
後
者
久
不
申
通
、
更
々
以
雖
非
本
意
候
、
彼
是
御
め
ん
な
さ
る
へ
く
候
、
誠
々
此

砌
者
細
々
御
見
舞
可
申
を
、
彦
四
郎
方
に
度
々
言
伝
令
申
候
つ
る
、
如
何
被
申
候
哉
、

御
徒
然
推
量
令
申
候
、
明
春
者
早
々
以
参
上
可
申
上
候
、
先
々
余
無
音
令
申
候
条
、

以
悪
筆
申
上
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

極
月
卅
日　
　
　
　
　
　
　

三
久
（
花
押
）

第
一
四
紙
紙
背

「（
封
墨
引
）　

左
京
大
夫
殿　

御
宿
所　
　
　
　

祐
定
」

　
　

�

将
亦
此
一
盆
、
折
節
従
余
所
到
来
候
之
間
、
其
ま
ゝ
進
覧
候
、
賞
翫
あ
る
へ
く

候
、
か
し
く
、

　
　

�

□
中
新
次
郎
之
御
事
申
聞
候
□
分
可
調
候
、
何
も
以
面
可
申
入
候
□
も
し
は
一

向
そ
ゑ
ん
な
り
候
て
□
事
候
、
あ
ら
〳
〵
御
は
も
し
候
や
〳
〵
〳
〵
〳
〵
、

御
懇
札
拝
見
、
本
望
之
至
候
、
仍
従
若
州
為
到
来
海
松
め
、
色
々
被
懸
御
意
候
、
一

段
之
賞
翫
此
事
候
、
委
曲
申
度
候
へ
共
、
盆
之
用
取
乱
候
、
や
か
て
〳
〵
十
七
日
参

候
て
可
申
入
候
間
、
不
能
一
二
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

七
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

祐
定
（
花
押
）

（
端
裏
上
書
）

（
勧
修
寺
）

（
尹
豊
）

（
異
筆
、
下
同
）

「
〽
」（
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
に
て
も
可
有
御
披
露
之
由
、所
之
伝
奏
不
入
候
事
候
者
、
可
為

条
西
公
条
）
（
惟
房
カ
）

（
端
裏
上
書
）

（
貴
久
）

（
端
裏
上
書
）

（
森
尊
久
）

刑


